
　

わ
た
し
は
、
神
戸
国
際
大
学
チ

ャ
プ
レ
ン
と
し
て
、
４
年
目
を
迎

え
ま
し
た
。
最
初
の
２
年
間
は
、

神
戸
聖
ミ
カ
エ
ル
教
会
副
牧
師
を

か
ね
て
お
り
ま
し
た
の
で
、
週
３

回
の
勤
務
で
し
た
。
２
０
２
１
年

よ
り
、
専
任
と
な
り
、
現
在
に
至

っ
て
い
ま
す
。
よ
く
聞
か
れ
る
こ

と
は
、「
チ
ャ
プ
レ
ン
は
、
ど
ん

な
仕
事
を
し
て
い
る
の
」
と
い
う

質
問
で
す
。

　

チ
ャ
プ
レ
ン
と
は
、
学
校
・
施

設
な
ど
に
属
す
る
牧
師
｟
主
教･

司

祭
・
執
事
｠
の
こ
と
で
す
。
本
学

で
は
、
チ
ャ
ペ
ル
で
の
礼
拝
の
執

行
、
キ
リ
ス
ト
教
セ
ン
タ
ー
関
連

の
運
営
は
も
ち
ろ
ん
、
会
議
・
行

事
で
の
開
会
・
閉
会
祈
祷
な
ど
、

様
々
な
場
面
で
の
活
動
が
あ
り
ま

す
。
附
属
高
校
と
の
合
同
行
事
に

も
関
わ
る
た
め
、
大
学
だ
け
で
な

く
、
学
院
全
体
の
こ
と
も
念
頭
に

置
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

幸
い
な
こ
と
に
、
わ
た
し
は
本

学
第
20
回
の
卒
業
生
で
す
。
在
学

中
、
当
時
の
大
学
チ
ャ
プ
レ
ン
の

も
と
チ
ャ
ペ
ル
活
動
を
通
じ
、
大

学
・
高
校
と
の
連
携
の
上
に
活
動

し
て
き
た
経
験
が
役
に
立
ち
ま
し

た
。
む
し
ろ
、
学
生
の
時
に
は
及

び
も
つ
か
な
か
っ
た
出
来
事
に
触

れ
、
チ
ャ
プ
レ
ン
を
初
め
と
す
る

多
く
の
方
々
の
お
支
え
と
祈
り
の

う
ち
に
、
垂
水
の
山
の
上
で
の
学

生
生
活
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た

こ
と
に
、
感
謝
の
意
を
新
た
に
し

て
い
ま
す
。

　

今
度
は
、
わ
た
し
が
お
返
し
す

る
番
で
す
。
わ
た
し
が
い
つ
も
心

が
け
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

『
平
和
を
実
現
す
る
人
々
は
、

幸
い
で
あ
る
。
そ
の
人
た
ち
は
神

の
子
と
呼
ば
れ
る
。』(

マ
タ
イ
に

よ
る
福
音
書
５
章
９
節)

。
「
平

和
」
と
は
、
戦
争
・
紛
争
等
、
争

い
ご
と
が
な
い
生
活
を
思
い
起
こ

さ
せ
ま
す
。
確
か
に
、
昨
今
の
情

勢
は
、
こ
の
こ
と
を
思
わ
ず
に
は

い
ら
れ
ま
せ
ん
。
一
日
も
早
い
解

決
を
望
む
も
の
で
す
。
も
う
一

つ
、「
主
が
と
も
に
お
ら
れ
る
こ

と
」
を
お
互
い
に
思
い
起
こ
す
こ

と
に
あ
り
ま
す
。
聖
餐
式
の
中

で
、
平
和
の
挨
拶
が
あ
り
ま
す
。

こ
こ
で
の
挨
拶
は
、「
主
が
と
も

に
お
ら
れ
る
」
こ
と
を
お
互
い
に

確
認
し
あ
う
こ
と
に
も
つ
な
が
り

ま
す
。
本
学
に
は
、
不
特
定
多
数

の
背
景
を
持
っ
た
、
学
生
・
教
職

員
が
い
ま
す
。「
キ
リ
ス
ト
教
っ

て
何
？
」「
入
学
し
て
キ
リ
ス
ト

教
の
学
校
だ
と
気
づ
い
た
」
と
い

う
学
生
も
い
ま
す
。
信
仰
を
持
っ

て
お
ら
れ
る
方
も
少
な
か
ら
ず
い

ま
す
。
反
対
に
、
教
え
ら
れ
る
こ

と
も
多
々
あ
り
ま
す
。

　

垂
水
か
ら
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
に

移
転
し
て
、
今
年
で
20
年
、
校
名

が
八
代
学
院
大
学
か
ら
神
戸
国
際

大
学
へ
変
更
し
、
30
年
が
経
ち
ま

し
た
。
ま
た
、
来
年
２
０
２
３
年

は
、
学
院
創
立
60
周
年
を
迎
え
ま

す
。
日
々
の
礼
拝
や
出
会
い
を
通

し
て
、
学
院
｟
大
学･

高
校
｠
に
と

っ
て
主
の
平
和
と
安
定
の
た
め
祈

り
求
め
る
者
で
あ
り
た
い
、
そ
う

願
い
な
が
ら
、
日
々
の
業
務
に
当

た
っ
て
い
ま
す
。

　

主
に
あ
る
お
交
わ
り
を
、
こ
れ

か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

本
学
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。
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ご
　
　
逝
　
　
去

＊９月の記念逝去教役者

９月の教区関係教役者
逝去記念聖餐式

日時　2022年９月１日（木）午前10：30

場所　神戸聖ミカエル大聖堂 

司式　主教　小林　尚明 

説教　司祭　　未 定

１日

３日

４日

９日

10日

12日

13日

16日

17日

20日

伝道師

伝道師

執　事

伝道師

司　祭

主　教

宣教師

司　祭

司　祭

伝道師

宣教師

ラザロ

ステパノ

ヘンリー

レティシア

ウイリアム

アブラハム

ドロシー

緒 方 政 枝

上 西 八 枝

布 施 好 古

三 宅 福 恵

片 山 民 治 郎

エ ビ ン ト ン

エ ド ワ ー ズ

マレー・ウォルトン

米 村 　 勇 雄

吉 田 　 照 子

グ レ ッ ク ソ ン

※中止の場合がございます。恐れ入りますが、

ご出席される方は、事前に教区事務所まで

お問合せ下さい。よろしくお願い致します。

教区事務所　TEL.078－351－5469
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神
戸
教
区
付
・

神
戸
国
際
大
学
チ
ャ
プ
レ
ン

聖公会生野センター30周年記念感謝礼拝 「そこにキリストは共にいる」
～弱った手に力を込め よろめく膝を強くせよ。（イザヤ35:3）～

日時：2022年10月10日（月・休）

場所：プール学院中学校・高等学校メアリーズホール（大阪市生野区勝山北１-19-31）

13時30分～〈聖餐式〉司式：武藤謙一首座主教・磯晴久主教・植松誠主教 

説教：李京浩主教（大韓聖公会議長主教・ソウル教区主教)

15時30分～ パネルディスカッション〈聖公会生野センターのミッションを語る〉 

〈パネリスト〉・井田泉司祭（京都教区退職)　・松原恵美子さん（大阪教区）

・池住圭さん（日本聖公会正義と平和委員会）

聖公会生野センター30周年の祈り
　信頼と和解の源である神よ、人間の愚かと誤り

によって未だに戦争、弾圧、差別、分裂の絶えな

いこの世界を顧みてください。あなたはみ子イエ

ス・キリストによって、貧しく小さくさせられた

人とともに生きることこそがあなたのみ心である

と示されました。どうか、あなたのみ名によって

建てられ創立30年の節目の時を迎える聖公会生野

センターと連なるすべての人を祝福し、さまざま

な違いを持つ人たちと共に生きるために、憐みの

心、慈愛、謙遜、柔和、寛容を身に着けさせてく

ださい。また、わたしたちが在日韓国朝鮮人の歴

史を正しく振り返り、共に生きる社会の礎となり

ますように祈ります。そしてあなたの愛に根差し

て和解の新たな歴史を創り上げていくことができ

ますように、わたしたちの心の頑なさを取り除い

てください。憐みの主、み子イエス・キリストに

よってお願いいたします アーメン

教区宣教委員会では教区内各教会の信徒・関係者 

の皆様に宣教アンケートを実施します。ご協力の

程、よろしくお願いいたします。(宣教委員会)

信徒対象宣教アンケートのお願い


